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１．学習の到達目標等

２．学習計画及び評価方法
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　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外
国語を用いてコミュニケーションを測ろうとしている。

　定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の各観
点を考慮し，総合的に評価する。

　語学の学習は、根気と継続努力が肝要です。英語の基本は単語・熟語の知識です。単語と熟語をどれだけ覚えているかが今後の英
語学習に大きく影響します。単語と熟語は少しずつでもいいから毎日継続して練習し、確実に覚えるようにしましょう。覚えるため
に必要なのは、音読と手で書くこと、です。これを日々繰り返してください。のちに大きな差となって現れてきます。
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Lesson 9～15　Review
まとめ

復習プリント

１年間の総復習 復習プリント

４．学習状況の評価方法

５．担当者からのメッセージ

３．評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

　外国語の音声や語彙、表現、言葉の働きなどについて理解を深めている。
　外国語についての音声や語彙、表現、文法、言葉の働きなどの知識を、聴くこと、読むこと、話すこと、書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につけている。

　コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考
えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図など的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝えあっ
たりしている。
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Lesson 1～8　Review
Lesson 9　Save the Earth
①助動詞（must・have to・should）の用法を理解している。　②環境問題について意見を書く。

ノート
サブノート

Lesson 10　Masterpiece
①受動態の用法を理解している。　②日常生活について対話する。
Lesson 11　My Future Job
①不定詞（名詞的用法）・動名詞の用法を理解している。　②学校生活についてスピーチをする。

中間考査
ノート・サブノート

Lesson 12　World Heritage
①不定詞（副詞的用法・形容詞的用法）の用法を理解している。　②世界遺産について紹介する。
Lesson 13　Pictgram
①分詞（現在分詞・過去分詞）の用法を理解している。　②ヒストグラムについて対話する。

ノート
サブノート

Lesson 14　Cool Japan
①関係代名詞の用法を理解している。　②日本文化について。要点，情報を聞き取る
Lesson 15　What's SDGs?
①仮定法（If ～・I wish ～）の用法を理解している。　②SDGｓについて意見を書く。

卒業試験
ノート・サブノート
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Let's start  alphabet
Lesson 1　Bouldering？ How Nice.
①現在形（be動詞・一般動詞）の用法を理解している。　②自己紹介をする。
Lesson 2　Famous People.
①過去形（be動詞・一般動詞）の用法を理解している。　②歴史上の人物を紹介をする。

ノート
サブノート

Lesson 3　Aquarium Adventure
①現在進行形・過去進行形の用法を理解している。　②自分の日常生活を紹介する。
Lesson 4　My Summer Plan
①未来表現の用法を理解している。　②日常生活について対話する。

中間考査
ノート・サブノート

Lesson 5　UFO Sightings
①現在完了形（経験・継続）の用法を理解している。②日常生活についてスピーチをする
Lesson 6　Homestay
①現在完了形（完了・現在完了進行形）の用法を理解している。　②学校生活についてメールを書く。

ノート
サブノート

Lesson 7　Which is Faster?
①比較表現（比較級・最上級・as…as～）の用法を理解している。　②身の回りについて対話する。
Lesson 8　Great Inventions
①助動詞（can・may）の用法を理解している。　②日常生活についてスピーチをする。

期末考査
ノート・サブノート

学習の到達目標

日常的・社会的な話題について、多くの支援を活用すれば、
１．必要な情報を聞き取り、話し手の意図を把握したり、概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。
２．必要な情報を読み取り、書き手の意図を把握したり、概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。
３．基本的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けたり、論理的に注意して話して
　　伝えあったりすることができる。
４．基本的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理的に注意して話して伝えることができる。
５．基本的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理的に注意して文章を書いて伝えることができる。

教科書・副教材  VISTA　Logic and ExpressionⅠ（三省堂）・サブノート（三省堂）

学習内容 試験・課題・提出物等

教科名 科目名 科 コース

外　国　語 論理・表現Ⅰ 普通 普　通


